
SVC070-P23 会場:コンベンションホール 時間:5月 23日 16:15-18:45

MODISとサイマルキャスト・ビューアを用いた霧島新燃岳噴火の観測
Analysis of explosive eruption of Kirishima-Shinmoedake volcano using MODIS and
Simulcast Viewer
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2011年 1月 26日に宮崎県、鹿児島県境の霧島新燃岳（1421m）で約半世紀ぶりに爆発的噴火を起こした。気象庁によ
ると爆発的噴火は、1959年以来で、1月 27日には上空 3000mの高さまで噴煙を上げて太陽を遮り、一連の噴火活動が
始まった 1月 26日から 1週間で 8回の爆発的噴火が起こった（気象庁 2011）。風下の地域では噴石や火山灰により、住
民生活や農作物への影響が拡大しており、降雨時には土石流や泥流による二次災害を引き起こす可能性があるため、霧
島新燃岳噴火の実態を時系列で把握することは重要である。MODISは解像度が 500mと低いが、Terra/MODISおよび
Aqua/MODISはそれぞれ 1日に 2回もしくは 3回のデータを取得しており、広範囲に影響を及ぼす火山灰のモニタリン
グは時間分解能が高い MODISデータが有効である。また、熱赤外画像（解像度 1km）は、日中だけでなく夜間のデー
タを取得しており、噴火による火山灰の把握が可能である（Watson et al, 2004; Kinoshita et al, 2001,2003）。そこで、本研
究では東京情報大学が運用する 3つの地上局（オホーツクキャンパス、千葉キャンパス、宮古島農場）から、リアルタ
イムで受信されたサイマルキャスト・ビューア（Simulcast Viewer）とMODIS衛星画像を用いた新燃岳の噴火活動をモ
ニタリングすることを目的とする。
東京情報大学では千葉市にあるキャンパスに地上受信局を 2000年に設置し、米国航空宇宙局 (NASA)が 1999年 12月

に打ち上げた地球観測衛星 EOS AM-1(Terra)に搭載されたModerate Resolution Imaging Spectroradiometer (MODIS)セン
サのデータの定常的受信に、2000年 11月 18日に成功し、継続的に衛星データを直接受信してきた。東京農業大学オホー
ツクキャンパス (網走市、2008年 12月設置)及び東京農業大学宮古亜熱帯農場（宮古島市、2009年 6月設置）に地上局
を整備し、西部ベーリング海からフィリピン全域を含む南シナ海までの陸圏及び水圏の環境変化をリアルタイムで取得・
処理している。
本研究では 3つの地上局で受信した Terra/MODISおよび Aqua/MODISのMOD02、MOD03を使用して幾何補正を行

い、爆発的噴火が起こった 2011年 1月 26日から 2月 4日までの日中および夜間のデータ（101シーン（オホーツク
キャンパス）、78シーン（千葉キャンパス）、73シーン（宮古島農場））計 252シーンを使用した。熱赤外域の Band28,
Band29、Band30, Band31、Band32を用いて、Aerosol Vapor Index (AVI)を算出することにより爆発噴煙などの火山灰煙
の検出が可能となり（Kinoshita et al, 2001, 2003）、日中だけでなく夜間の噴火活動のモニタリングが可能となる。また、
東京情報大学では衛星飛来時に地上局において受信したデータを受信と同時に配信するサイマルキャスト・サービス (同
時伝送サービス)の機能の整備を進めてきた。このサイマルキャスト・サービスは、米国航空宇宙局 (NASA)が開発した
プログラムであり、衛星観測データを世界中のどこにいても、インターネットを利用し、サイマルキャスト・ダウンス
トリーム・サーバーを経由し、衛星飛来時に同時観察を実現したプログラムである。気象庁によると 1月 26日 15時半
頃から噴火の規模が大きくなり、19時頃には上空 2000mの高さまで噴煙が上がり南東へ流れたと報告している（気象庁
2011）。Aqua/MODISの夜間熱赤外画像（1月 26日 22:00 JST）から AVI を算出した結果、霧島新燃岳噴火口から南東方
向約 750kmまで噴煙が拡散していることを確認した。
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